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今回の財政事情は、平成２７年度下半期の予算執行状況等についてお知らせします。  

 

 

Ⅰ 平成２７年度下半期の予算補正及び執行状況について（３月３１日現在） 

 

１．一 般 会 計  

平成２７年度下半期の予算の執行状況は、６回の補正が行われ、32億9,956万

8,000円が増額された予算現額229億4,527万1,000円に対し、歳入については

執行額195億6,966万9,000円で執行率85.3％、歳出については執行額175億

3,527万1,000円で執行率76.4％となっています。  

 

２．特 別 会 計  

予算の執行状況は、特別会計全体（水道、下水道及び病院を除きます。）の予算

現額103億3,952万1,000円に対し、歳入については執行額90億7,825万1,000

円で執行率87.8％、歳出については執行額92億6,461万7,000円で執行率

89.6％となっています。 
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Ⅱ　普通会計の状況について

第１表　　平成２７年度一般会計予算補正及び執行状況調

４号 ５号 ６号 ７号 ８号 ９号

1. 市 税 4,761,540 109,117 4,870,657 4,739,780 97.3

2. 地 方 譲 与 税 130,000 130,000 92,556 71.2

3. 利 子 割 交 付 金 9,500 890 10,390 9,524 91.7

4. 配 当 割 交 付 金 35,000 1,516 36,516 28,437 77.9

5. 株式等譲渡所得割交付金 14,000 11,437 25,437 25,846 101.6

6. 地 方 消 費 税 交 付 金 640,000 63,960 703,960 743,383 105.6

7. ゴルフ場利用税交付金 7,000 1,340 8,340 7,977 95.6

9. 自動車取得税交付金 15,000 8,951 23,951 23,413 97.8

10. 地 方 特 例 交 付 金 9,000 1,503 10,503 10,503 100.0

11. 地 方 交 付 税 6,750,000 331,969 11,860 171,702 7,265,531 7,265,532 100.0

12. 交通安全対策特別交付金 4,800 4,800 1,694 35.3

13. 分 担 金 及 び 負 担 金 102,502 △ 22,820 79,682 77,176 96.9

14. 使 用 料 及 び 手 数 料 192,650 1,746 △ 3,481 190,915 182,431 95.6

15. 国 庫 支 出 金 2,034,017 19,784 109,170 △ 58,331 158,939 2,263,579 1,553,513 68.6

16. 県 支 出 金 864,272 △ 13,530 25,270 △ 28,263 3,500 851,249 446,964 52.5

17. 財 産 収 入 39,918 73 30,163 70,154 67,701 96.5

18. 寄 附 金 800,694 700,000 1,300,000 △ 139 2,800,555 2,663,554 95.1

19. 繰 入 金 629,708 88,369 72,124 △ 380,361 409,840 377,610 92.1

20. 繰 越 金 50,000 258,759 308,759 308,759 100.0

21. 諸 収 入 325,302 59,168 1,000 △ 34,617 350,853 243,316 69.3

22. 市 債 2,230,800 315,200 5,500 △ 21,900 2,529,600 700,000 27.7

19,645,703 747,841 1,222,764 0 1,300,000 △ 283,278 312,241 22,945,271 19,569,669 85.3計

歳　　　　　入

款 予算現額 執行額 執行率
上半期
予算額

(～3号補正)
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（平成２８年３月３１日現在）

（単位：千円，％）

４号 ５号 ６号 ７号 ８号 ９号 充用

1. 議 会 費 193,094 876 295 194,265 190,937 98.3

2. 総 務 費 2,611,732 48,471 413,050 115 568,683 △ 124,621 46,565 3,563,995 2,936,126 82.4

3. 民 生 費 5,133,224 23,103 325,105 △ 66,884 167,070 12,030 5,593,648 4,533,448 81.0

4. 衛 生 費 2,486,842 2,808 22,187 △ 36,863 2,474,974 1,496,331 60.5

5. 労 働 費 119,176 △ 1,501 117,675 117,649 100.0

6. 農 林 水 産 業 費 387,756 2,022 △ 6,052 △ 26,057 357,669 289,739 81.0

7. 商 工 費 315,363 20,182 4,566 70,961 411,072 242,823 59.1

8. 土 木 費 2,644,883 14,566 27,225 △ 138,676 1,548 2,549,546 2,301,904 90.3

9. 消 防 費 1,468,381 40 △ 2,118 26 1,466,329 1,009,608 68.9

10. 教 育 費 2,121,887 252,121 156,738 △ 120,289 3,500 2,413,957 1,888,567 78.2

11. 災 害 復 旧 費 107,400 △ 43,178 64,222 46,017 71.7

12. 公 債 費 1,741,083 302,034 △ 30,784 △ 9,187 2,003,146 1,999,810 99.8

13. 諸 支 出 金 280,943 19,001 349,714 731,831 206,922 100,000 1,688,411 482,312 28.6

14. 予 備 費 33,939 63,533 △ 39,901 △ 115 △ 514 7,918 △ 4,894 △ 13,604 46,362 0 0.0

19,645,703 747,841 1,222,764 0 1,300,000 △ 283,278 312,241 0 22,945,271 17,535,271 76.4計

歳　　　　　出

款 予算現額 執行額 執行率
上半期
予算額

(～3号補正)
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Ⅲ 平成２７年度備前市水道事業会計の状況について 

 

１．平成２７年度水道事業会計の経理状況について 

平成２７年度の業務量は、給水人口が前年度比 1.84％減の 3 万 5,581 人、給水戸数

が前年度比 0.60％減の 1 万 5,618 戸、年間総給水量が前年度比 4.13％増の 613 万

6,450㎥、一日平均給水量 1 万 6,766㎥となりました。 

 

【収益的収支】 

水道事業収益は７億 6,889 万 1,292 円（前年度比 4.28％減）、水道事業費用は６億

6,237 万 4,677 円（前年度比 9.67％減）で、差引 1 億 651 万 6,615 円の純利益が

生じました。 

 

【資本的収支】 

資本的収支は、建設改良費に1億6,732万396円、企業債償還金に7,496万2,888

円、合計 2 億 4,228 万 3,284 円を支出し、他会計出資金 368 万 3,889 円、補助金

601 万 9,000 円、工事負担金 2,524 万 2,244 円、合計 3,494 万 5,133 円を収入

し、差引不足する額2億733万8,151円は過年度分損益勘定留保資金で補填しました。 
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第３表　損　益　計　算　書

自　平成 ２７ 年 ４ 月 　１ 日

至　平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

（単位：円）

金　　　額 金　　　額

営業費用 629,533,663 営業収益 751,480,053 

(1) 原水及び浄水費 98,668,798 (1) 給水収益 724,099,135 

(2) 配水及び給水費 131,184,336 (2) 受託工事収益 1,145,443 

(3) 受託工事費 64,000 (3) その他営業収益 26,235,475 

(4) 総係費 89,080,617 

(5) 減価償却費 304,232,770 

(6) 資産減耗費 6,259,590 

(7) その他営業費用 43,552 

営業外費用 32,841,014 営業外収益 17,411,239 

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 32,841,014 (1) 受取利息及び配当金 1,011,771 

(2) 受託工事費 0 (2) 他会計補助金 417,500 

(3) 雑支出 0 (3) 雑収益 1,313,328 

(4) 長期前受金戻入 14,668,640 

特別損失 0 特別利益 0 

当年度純利益 106,516,615 

768,891,292 768,891,292 費　用　合　計 収　益　合　計

費　　　　　　　　用

科　　　　　目

収　　　　　　　　益

科　　　　　目
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第４表　貸　借　対　照　表

平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

（単位：円）

金　　　額 金　　　額

１　固定資産 7,710,538,702  3　固定負債 1,279,104,621 

(1)　有形固定資産 7,709,215,622 (1)　退職給付引当金 4,340,000 

イ　土地 273,326,381 (2)　企業債 1,274,764,621 

ロ　建物 107,203,013  4　流動負債 219,992,675 

ハ　構築物 5,477,534,590 (1)　未払金 124,183,540 

ニ　機械及び装置 418,627,055 (2)　企業債 78,767,227 

ホ　車両運搬具 5,710,460 (3)　その他流動負債 9,292,046 

へ　工具・器具及び備品 1,776,286 (4)　賞与引当金 7,749,862 

ト　建設仮勘定 1,425,037,837  5　繰延収益 601,001,318 

(2)　無形固定資産 1,323,080 (1)　長期前受金 601,001,318 

イ　水利権 1,323,080  6　資本金 2,002,591,911 

(３)　投資その他の資産 0 (1)　自己資本金 2,002,591,911 

 2　流動資産 2,496,398,107  7　剰余金 6,104,246,284 

(1)　現金・預金 2,278,683,143 (1)　資本剰余金 5,121,385,932 

(2)　未収金 188,093,219 イ　国・県補助金 181,335,274 

(3)　貯蔵品 11,821,745 ロ　他会計補助金 5,222,000 

(4)　前払金 17,700,000 ハ　工事負担金 4,791,489,705 

(5)　その他流動資産 100,000 ニ　受贈財産評価額 143,338,953 

(2)　利益剰余金 982,860,352 

イ　減債積立金 282,132,683 

ロ　建設改良積立金 34,415,356 

ハ　当年度末処分利益剰余金 666,312,313 

10,206,936,809 10,206,936,809 資　産　合　計 負債・資本　合　計

資　　　　　　　　産 負　　　債　　　・　　　資　　　本

科　　　　　目 科　　　　　目
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第５表　　資　本　的　収　支　状　況

自　平成 ２７ 年 ４ 月 　１ 日

至　平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

（単位：円）

金　　　額 金　　　額

１　資本的支出 242,283,284  １　資本的収入 34,945,133 

(1)　建設改良費 167,320,396 (1)　企業債 0 

(2)　企業債償還金 74,962,888 (2)　他会計出資金 3,683,889 

(3)　補助金 6,019,000 

(4)　工事負担金 25,242,244 

242,283,284 34,945,133 支　出　合　計 収　入　合　計

支　　　　　　　　出 収　　　　　　　　入

科　　　　　目 科　　　　　目
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２．平成２８年度水道事業会計の予算概要について

　  大しましたが、極力経費削減を図った予算としています。

　  ていきます。

区分 ２７年度当初 増減

給水戸数（戸） 15,400 △ 200

年間総給水量（㎥） 5,720,000 △ 100,000

一日平均給水量（㎥） 15,671 △ 274

（単位：千円）

区分 ２７年度当初 増減

1　予算規模（3+6） 1,425,387 △ 23,964

<収益的収支>

2　水道事業収益 808,210 37,747

3　水道事業費用 785,069 53,709

4　差引（2-3） 23,141 △ 15,962

<資本的収入>

5　資本的収入 169,116 △ 120,174

6　資本的支出 640,318 △ 77,673

７　差引（5-6） △ 471,202 △ 42,501

事　業　名 事業費

　配水管改良等事業 1億6,617万円

　配水設備改良事業 1億6,102万円

1,401,423

845,957

838,778

　各施設の更新工事

　不良配水管及び下水道事業による支障配水管の

　布設替工事

△ 513,703

主　な　内　容

　平成２８年度水道事業会計予算は、2月23日開会の２月定例市議会に上程され、原案

どおり可決されました。

予算規模　１,401,423千円　（前年度当初比1.7％減）

水道事業会計

15,200

２８年度当初

概要

5,620,000

15,397

③　主な建設改良事業

②  予算総括表

①　業務の予定量

　　　・　高田簡易水道及び三国東部簡易水道が上水道事業に統合され、事業規模が拡

　　　・　備前市水道ビジョン、水道施設整備計画等に基づき、施設整備を計画的に進

7,179

２８年度当初

48,942

562,645
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Ⅳ 平成２７年度備前市下水道事業会計の状況について 

 

１．平成 2７年度下水道事業会計の経理状況について 

平成 2７年度の業務量は、水洗化人口が前年並みの 2 万 7,772 人、年間排水処理水

量は前年並みの 305 万 4,798㎥、一日平均給水量 8,346㎥となりました。 

 

【収益的収支】 

下水道事業収益は 20 億 1,763 万 1,827 円、下水道事業費用は 23 億 5,908 万

8,024円で、差引 3 億 4,145万 6,197 円の純損失となりました。 

 

【資本的収支】 

資本的収支は、建設改良費に 1億 3,701万 6,689円、企業債償還金に 12億 3,224

万 8,942円、合計 13億 6,926万 5,631円を支出し、企業債 7,410万円、他会計出

資金8億8,671万3,000円、国庫補助金4,362万4,992円、他会計補助金 1億867

万 4,811円、負担金等 3,514万 2,257円、合計 11億 4,825万 5,060円を収入し、

差引不足する額 2億 2,101万 571円は過年度分損益勘定留保資金で補填しました。 
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第６表　損　益　計　算　書

自　平成 ２７ 年 ４ 月 　１ 日

至　平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

（単位：円）

金　　　額 金　　　額

営業費用 1,891,608,516 営業収益 720,174,198 

(1) 管渠費 38,128,531 (1) 下水道使用料 551,182,104 

(2) ポンプ場費 45,287,034 (2) 他会計負担金 168,952,000 

(3) 処理場費 268,313,543 (3) その他営業収益 40,094 

(4) 普及促進費 3,535,067 

(5) 総係費 86,325,446 

(6) 減価償却費 1,442,588,290 

(7) 資産減耗費 2,938,234 

(８) その他営業費用 4,492,371 

営業外費用 467,479,508 営業外収益 1,297,457,629 

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 441,862,181 (1) 受取利息及び配当金 41,261 

(2) 雑支出 25,617,327 (2) 一般会計補助金 732,484,000 

(3) 長期前受金戻入 563,465,959 

(4) 雑収益 1,466,409 

特別損失 0 特別利益 0 

当年度純利益 △ 341,456,197 

2,017,631,827 2,017,631,827 

費　　　　　　　　用 収　　　　　　　　益

科　　　　　目 科　　　　　目

費　用　合　計 収　益　合　計
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第７表　貸　借　対　照　表

平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

（単位：円）

金　　　額 金　　　額

１　固定資産 42,272,329,045  3　固定負債 17,233,812,064 

(1)　有形固定資産 42,272,329,045 (1)　引当金 781,000 

イ　土地 587,794,371 (2)　企業債 17,233,031,064 

ロ　建物 2,193,818,213  4　流動負債 1,584,201,662 

ハ　構築物 36,474,764,195 (1)　未払金 161,858,125 

ニ　機械及び装置 2,995,207,787 (2)　企業債 1,414,094,437 

ホ　車両運搬具 1,035,610 (3)　その他流動負債 750,100 

へ　工具・器具及び備品 2,847,794 (4)　引当金 7,499,000 

ト　建設仮勘定 16,861,075  5　繰延収益 15,423,179,521 

 2　流動資産 455,919,570 (1)　長期前受金 16,572,857,556 

(1)　現金・預金 277,951,051 (2)　長期前受金収益化累計額 △ 1,149,678,035 

(2)　未収金 147,110,725  6　資本金 8,828,811,497 

(3)　前払金 30,857,794 (1)　自己資本金 7,102,931,497 

(4)　その他流動資産 0 (2)　繰入資本金 1,725,880,000 

 7　剰余金 △ 341,756,129 

(1)　資本剰余金 299,729,830 

イ　国・県補助金 288,063,000 

ロ　受贈財産評価額 11,666,830 

(2)　利益剰余金 △ 641,485,959 

イ　当年度末処分利益剰余金 △ 641,485,959 

42,728,248,615 42,728,248,615 

資　　　　　　　　産 負　　　債　　　・　　　資　　　本

科　　　　　目 科　　　　　目

資　産　合　計 負債・資本　合　計
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第８表　　資　本　的　収　支　状　況

自　平成 ２７ 年 ４ 月 　１ 日

至　平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

（単位：円）

金　　　額 金　　　額

１　資本的支出 1,369,265,631  １　資本的収入 1,148,255,060 

(1)　建設改良費 137,016,689 (1)　企業債 74,100,000 

(2)　企業債償還金 1,232,248,942 (2)　他会計出資金 886,713,000 

(3)　国庫補助金 43,624,992 

(4)　他会計補助金 108,674,811 

(５)　負担金等 35,142,257 

1,369,265,631 1,148,255,060 

支　　　　　　　　出 収　　　　　　　　入

科　　　　　目 科　　　　　目

支　出　合　計 収　入　合　計
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２．平成２８年度下水道事業会計の予算概要について

区分 ２７年度当初 増減

水洗化人口（人） 26,340 220

年間排水処理水量（㎥） 2,696,558 379,193

一日平均排水処理水量（㎥） 7,388 1,039

（単位：千円）

区分 ２７年度当初 増減

1　予算規模（3+6） 4,321,013 △ 259,098

<収益的収支>

2　下水道事業収益 2,007,028 △ 112,841

3　下水道事業費用 2,445,228 △ 131,405

4　差引（2-3） △ 438,200 18,564

<資本的収入>

5　資本的収入 1,417,810 △ 67,103

6　資本的支出 1,875,785 △ 127,693

７　差引（5-6） △ 457,975 60,590

事　業

公共下水道事業

特定環境保全公共下水道事業 2,000万円 雨水管管渠築造工事

△ 397,385

③　主な建設改良事業

事業費 内　　　容

2億590万円 汚水管管渠築造工事

1,894,187

2,313,823

△ 419,636

1,350,707

1,748,092

3,075,751

8,427

②　予算総括表

２８年度当初

4,061,915

　　　・　日生地域、吉永地域については整備が完了していますが、備前地域は昨年

　　　　　に引き続き管渠築造を行うこととなっており、維持管理、建設改良ともに、

　　　　　一般会計からの多大な繰入を必要とした予算となっております。

①　業務の予定量

２８年度当初

26,560

　平成２８年度下水道事業会計予算は、2月23日開会の２月定例市議会に上程され、

原案どおり可決されました。

下水道事業会計

予算規模　4,061,915千円

概要

　　　・　平成26年度から地方公営企業会計を適用しています。
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Ⅴ 平成 27 年度備前市病院事業会計の状況について 

 

１．平成 27 年度病院事業会計の経理状況について 

平成 27 年度は、備前、日生、吉永の各病院事業と介護老人保健施設外事業を合わせ

て、1 億 1,171 万 3,546 円の純利益が生じました。 

まず、病院事業の患者動向は、入院患者数が備前病院 2 万 2,768 人（一日平均 62.2

人）、日生病院 2 万 3,407 人（一日平均 64.0 人）、吉永病院 1 万 6,810 人（一日平

均 45.9 人）、合計 6 万 2,985 人（一日平均 172.1 人）、外来患者数が備前病院 5 万

2,891 人（一日平均 179.9 人）、日生病院 5 万 1,054 人（一日平均 210.1 人）、吉永

病院 9 万 5,882 人（一日平均 326.1 人）、合計 19 万 9,827 人（一日平均 716.1 人）

となっています。次に、介護老人保健施設外事業の利用状況は、入所者数が 2 万 8,071

人（一日平均 76.7 人）、通所者数が 5,373 人（一日平均 22.１人）、訪問看護件数が

2,026 人（一日平均 8.３人）となっています。 

 

【収益的収支】 

病院事業では、備前病院が総収益 15 億 1,220 万 198 円、総費用 15 億 1,827 万

1,035 円で、差引 607 万 837 円の純損失が生じました。日生病院が総収益 13 億

4,488 万 8,649 円、総費用 12 億 6,047 万 5,832 円で、差引 8,441 万 2,817 円

の純利益が生じました。吉永病院が総収益 19 億 9,044 万 9,970 円、総費用 19 億

6,223 万 7,023 円で、差引 2,821 万 2,947 円の純利益が生じました。 

介護老人保健施設外事業では、総収益 4 億 721 万 5,310 円、事業費用及び特別損失

の総費用 4 億 205 万 6,691 円で、差引 515 万 8,619 円の純利益が生じました。 

合計すると、総収益は 52 億 5,475 万 4,127 円、総費用は 51 億 4,304 万 581 円

で、差引1億1,171万3,546円の純利益が生じ、当年度末未処理欠損金は15億3,563

万 6,628 円となっています。 

 

【資本的収支】 

  資本的収支は、建設改良費に 1 億 2,207 万 5,612 円、企業債償還金に 3 億 4,039

万 3,942 円、貸付金に 900 万円、合計 4 億 7,146 万 9,554 円を支出しており、そ

の財源は、他会計負担金 1 億 7,844 万 3,000 円、補助金 4,610 万 9,000 円、貸付

金返還金235万円で、資本的収入額が資本的支出額に不足する額2億4,456万7,554

円は過年度分損益勘定留保資金で補填します。 
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第９表　損　益　計　算　書

自　平成 ２７ 年 ４ 月 　１ 日

至　平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

（単位：円）

金　　　額 金　　　額

医業費用 4,491,285,571 医業収益 4,479,670,697 

(1) 給与費 2,389,070,404 (1) 入院収益 1,925,758,191 

(2) 材料費 1,173,005,095 (2) 外来収益 2,270,400,909 

(3) 経費 572,248,173 (3) 他会計負担金 111,568,000 

(4) 減価償却費 345,640,067 (4) その他医業収益 171,943,597 

(5) 資産減耗費 6,344,742 医業外収益 775,083,430 

(6) 研究研修費 4,977,090 (1) 受取利息及び配当金 8,404,779 

医業外費用 651,755,010 (2) 他会計補助金 134,347,000 

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 76,471,090 (3) 負担金交付金 46,016,000 

(2) 患者外給食材料費 9,200,255 (4) 患者外給食収益 9,558,303 

(3) 長期前払消費税償却 22,072,100 (5) 寄附金 300,000 

(4) 他会計繰出金 5,147,000 (6) その他医業外収益 19,509,785 

(5) 介護老人保健施設外費用 402,056,691 (7) 国県補助金 2,972,433 

(6) 雑損失 136,807,874 (8) 長期前受金戻入額 146,286,790 

(9) 介護老人保健施設外収益 407,215,310 

(10) 雑収益 473,030 

特別損失 0 特別利益 0 

当年度純利益 111,713,546 当年度純損失 0 

5,254,754,127 5,254,754,127 費　用　合　計 収　益　合　計

費　　　　　　　　用

科　　　　　目

収　　　　　　　　益

科　　　　　目
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第１０表　貸　借　対　照　表

平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

（単位：円）

金　　　額 金　　　額

１　固定資産 7,714,434,688  3　固定負債 4,085,841,372 

(1)　有形固定資産 6,312,930,553 (1)　企業債 4,015,547,267 

イ　土地 612,254,976 (2)　引当金 70,294,105 

ロ　建物 4,972,551,659  4　流動負債 852,411,078 

ハ　構築物 81,232,228 (1)　一時借入金 100,000,000 

ニ　機械及び備品 635,404,754 (2)　未払金及び未払費用 299,144,997 

ホ　車両 11,486,936 (3)　企業債(1年内償還分） 347,996,535 

ヘ　建設仮勘定 0 (4)　引当金(1年内償還分） 104,269,546 

(2)　無形固定資産 70,000 (5)　その他流動負債 1,000,000 

イ　その他無形固定資産 70,000  5　繰延収益 958,383,700 

(3)　投資その他の資産 1,401,434,135  6　資本金 5,606,664,080 

 2　流動資産 2,346,234,105 (1)　自己資本金 5,606,664,080 

(1)　現金預金 1,435,516,705  7　剰余金 △ 1,442,631,437 

(2)　未収金 740,483,487 　(1)　資本剰余金 84,905,191 

(3)　貸倒引当金 △ 11,221,203 　(2)　利益剰余金 △ 1,527,536,628 

(4)　貯蔵品 81,116,796 イ　減債積立金 8,100,000 

(5)　前払金 338,320 ロ　当年度未処分利益剰余金 △ 1,535,636,628 

(6)　その他流動資産 100,000,000 

10,060,668,793 10,060,668,793 資　産　合　計 負債・資本　合　計

資　　　　　　　　産 負　　　債　　　・　　　資　　　本

科　　　　　目 科　　　　　目
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第１１表　資　本　的　収　支　状　況

自　平成 ２７ 年 ４ 月 　１ 日

至　平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

（単位：円）

金　　　額 金　　　額

１　資本的支出 471,469,554  １　資本的収入 226,902,000 

(1)　建設改良費 122,075,612 (1)　他会計出資金 0 

(2)　企業債償還金 340,393,942 (2)　他会計負担金 178,443,000 

(3)　貸付金 9,000,000 (3)　補助金 46,109,000 

(4)　企業債 0 

(5)　貸付金返還金 2,350,000 

471,469,554 226,902,000 支　出　合　計 収　入　合　計

支　　　　　　　　出 収　　　　　　　　入

科　　　　　目 科　　　　　目
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２．平成２８年度病院事業会計の予算概要について

（１）病院

区　　　分 2７年度当初 増　　　減

年間入院患者延数（人） 69,906 904

年間外来患者延数（人） 221,822 △ 970

１日平均入院患者数（人） 191.0 3.0

１日平均外来患者数（人） 818.4 △ 2.2

（2）介護老人保健施設

区　　　分 2７年度当初 増　　　減

年間入所者延数（人） 28,548 △ 78

年間通所者延数（人） 5,832 0

１日平均入所者数（人） 78.0 0.0

１日平均通所者数（人） 24.0 0.0

（3）訪問看護ステーション

区　　　分 27年度当初 増　　　減

年間延訪問数（人） 2,100 1,100

１日平均訪問数（人） 8.6 4.6

（単位：千円）

区分 27年度当初 増減

1　予算規模（3+6） 6,250,420 △ 143,662

<収益的収支>

2　総収益 5,520,188 65,534

3　総費用 5,729,188 △ 45,566

4　差引（2-3） △ 209,000 111,100

<資本的収入>

5　資本的収入 183,694 17,435

6　資本的支出 521,232 △ 98,096

７　差引（5-6） △ 337,538 115,531

事　業　名 事業費

　病院等建設事業 100万円

　器械備品等取得 6,094万円

△ 222,007

主　な　内　容

吉永病院の医師住宅外構工事

△ 97,900

201,129

423,136

病院事業の器械備品等の購入

220,852

2８年度当初

28,470

5,832

78.0

2８年度当初

3,200

13.2

　　　地方公営企業法を全部適用し、健全で自立した病院経営を目指します。

③　主な建設改良事業

194.0

816.2

② 予算総括表
2８年度当初

6,106,758

24.0

5,585,722

5,683,622

　平成２８年度病院事業会計予算は、2月23日開会の２月定例市議会に上程され、原
案どおり可決されました。

病院事業会計

概要

①　業務の予定量

予算規模　6,106,758千円　（前年度当初比2.3％減）

2８年度当初

70,810
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（単位：千円）

第１図　会　計　別

第２図　一　般　会　計

災害復旧

Ⅶ　一時借入金現在高調（平成28年3月31日現在）

０千円（特別会計を含みます。）

Ⅵ　市債の現在高調（平成28年3月31日現在）

一般会計 

18,676,003 

42.7% 

下水道事業 

18,647,125  

42.6% 

病院事業 

4,363,544 

10.0% 

水道事業 

1,353,532 

3.1% 

企業用地造成事業 

256,000 

0.6% 

簡易水道事業 

183,194 

0.4% 

浄化槽整備事業 

158,224 

0.4% 

国民健康保険事業 

73,349 

0.2% 

43,710, 971千円 

普通債 

9,942,255 

53.1% 

災害復旧 

23,659 

0.1% 

その他 

8,710,089 

46.8% 

土木 

4,076,261 

21.8% 

教育 

2,583,961 

13.9% 

衛生 

883,138 

4.7% 
民生 

750,399 

4.0% 
農林水産 

414,353 

2.2% 

普通債その他 

1,234,143 

6.6% 

臨時財政対策債 

8,420,308 

45.1% 

その他 

289,781 

1.6% 

18,676,003千円 

総 額 

一般会計総額 
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Ⅷ　財産の現在高調（平成28年3月31日現在）

第１２表　　土地・建物

土　　地　（㎡） 建　　物　（㎡）

庁舎 18,658 9,587

消防施設 1,670 2,292

その他の施設 28,061 38,232

小　　　計 48,389 50,111

小学校 184,627 43,531

中学校 157,396 38,675

公営住宅 69,509 22,165

公園 1,458,013 5,491

その他の施設 3,034,607 73,896

小　　　計 4,904,152 183,758

4,952,541 233,869

山林 21,386,277 0

田畑 71,198 0

宅地 241,458 5,312

その他 749,935 3,018

22,448,868 8,330

27,401,409 242,199

区　　　　　　　分

計

計

合　　　　計

普
通
財
産

行
　
政
　
財
　
産

公
用
財
産

公
共
用
財
産
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第１３表　　有　価　証　券　　（平成28年3月31日現在）

（単位：千円）

区　　　　　　　　　　　　　分 金　　　　額

山陽放送 株式会社　株券 190

片上埠頭開発 株式会社　株券 10,200

日生有線テレビ 株式会社　株券 68,000

株式会社 オービス　株券 4,500

計 82,890

第１４表　　出資による権利　　（平成28年3月31日現在）

（単位：千円）

区　　　　　　　　　　　　　分 金　　　　額

岡山県農業信用基金協会　出資金 2,260

岡山県漁業信用基金協会　出資金 2,700

公益社団法人　おかやまの森整備公社　出資金 29,600

作州かがみの森林組合　出資金 193

一般社団法人　岡山県畜産協会（家畜自衛防疫）寄託金 220

一般社団法人　岡山県畜産協会（生乳検査）寄託金 146

一般社団法人　岡山県畜産協会（家畜ヘルパー）寄託金 84

社会福祉法人　備前市社会福祉事業団　出資金 3,000

岡山県広域水道企業団　出資金 48,018

岡山県信用保証協会　出捐金 44,948

公益財団法人　岡山県環境保全事業団　出捐金 5,000

一般財団法人　吉井川水源地域対策基金　出捐金 2,990

公益財団法人　岡山県郷土文化財団　出捐金 1,389

公益財団法人　岡山県農林漁業担い手育成財団　出捐金 3,317

岡山県農業共済組合連合会　団体拠出金 606

一般財団法人　岡山県水産振興協会　出捐金 600

一般財団法人　岡山県牛窓海洋スポーツ振興会　出捐金 1,800

一般財団法人　岡山セラミックス技術振興財団　出捐金 234,600

公益財団法人　岡山県臓器バンク　出捐金 123

一般財団法人　備前市施設管理公社　出捐金 50,000

公益財団法人　岡山県健康づくり財団　出捐金 279

一般財団法人　砂防フロンティア整備推進機構　出捐金 200

公益財団法人　岡山県林業振興基金　出捐金 2,397

公益財団法人　岡山県暴力追放運動推進センター　出捐金 4,168

公益財団法人　岡山県動物愛護財団　出捐金 826

社会福祉法人　吉永福祉会　出資金 5,000

地方公共団体金融機構　出資金 5,000

計 449,464
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第１５表　　基　　金　　（平成28年3月31日現在）

（単位：千円）

金　　　　額

財政調整基金 3,661,140

減債基金 1,438,489

まちづくり振興基金 1,517,828

ふるさとづくり基金 11,289

振興基金 1,902,698

ふれあい交流基金 5,704

地域福祉基金 149,898

中山間地域保全基金 30,985

大ヶ池管理基金 3,539

架橋準備基金 21,624

奨学資金奥橋基金 31,102

国民健康保険財政調整基金 170,542

介護給付費等準備基金 411,463

三石財産区基金 101,733

市営墓地管理基金 14,139

市営駐車場整備基金 4,016

ごみ処理施設整備基金 10,026

社会体育施設整備基金 20,761

学校教育振興基金 18,014

まちづくり応援基金 3

土地開発基金 503,872

0

0

10,028,865

（単位：千円）

金　　　　額

高齢者住宅整備資金貸付金 579

生業資金貸付金 11,747

災害援護資金貸付金 3,852

住宅新築資金等貸付金 281,803

奨学資金貸付金 41,487

339,468計

第１６表　　貸付金・預託金　　（平成28年3月31日現在）

区　　　　　　　　　　　　分

定
額
運
用

計

区　　　　　　　　　　　　分

積
　
　
　
　
　
立

そ
の
他
特
定
目
的
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む  す  び 

 

 

最近の社会情勢を見ますと、国は「地方創生」の名のもとに、東京圏への一極集中を是正し、

地方の人口減少に歯止めをかけることで、日本全体の活力の底上げを目的とする戦略を打ち出

しました。本市においても、安心安全で充実した暮らしを営むことができる「まち」としての

評価を高め、都市部から人を引き寄せるための具体的な戦略を策定し、速やかに実施すること

としています。 

 本市の状況を見ますと、歳入面では、人口減少や景気回復の遅れから市税の減収が見込まれ、

また、平成２７年度から普通交付税の合併優遇分の減額が始まったことで、今後はより一層、

財政運営の基礎となる一般財源の大幅な減額に備えた対応が迫られることになります。 

一方、歳出面では、平成２８年度は、幼保一体型施設整備事業のほか、光通信基盤整備事業、

フューチャースクール整備事業、クリーンセンター備前整備事業などの大規模事業を実施する

予定であり、また、障がい者、高齢者、子育て支援、低所得者施策に係る扶助費等の義務的経

費も増加傾向にあることから、行政需要も多岐にわたっています。 

今後も厳しい財政状況が続くことが予想されますが、これからの財政運営に当たっては、市

民の皆様一人ひとりを主役とした、健全で自立したまちづくりを目指して、行財政改革をさら

に推進し、最少の経費で最大の効果を発揮させるなど、将来を見据えた安定的かつ継続的な財

政基盤の構築に努めてまいります。 

市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
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